
行動計画の進捗状況・市域の温室効果ガスの要点 

 

 

１ 久留米市環境基本計画行動計画の進捗状況について（令和６年度） 

 評価基準と事業の進捗状況 

進捗度 
Ａ Ｂ Ｃ 

目標を達成できる 目標を概ね達成できる 目標達成に努力を要する 

指標数 ３３ １８ ２４ 

  ● 脱炭素分野の事業がＣ評価が多い（Ｃ評価２４指標のうち、脱炭素が１１指標） 

➡脱炭素分野は、国内外の動きと連動する形で、意欲的な目標設定をしているため、 

達成には努力を要するが、これは国・県も同様の状況。 

今後は、啓発の継続と効果の高い建築物の脱炭素化を重点的に推進。 

   

 

２ 久留米市域から排出される温室効果ガスについて (令和４年度)  

 

 

● 温室効果ガスの削減目標は、２０３０年度までに２０１３年度比で５０％削減。 

  ● 令和４(2022)年度の排出量は、１９３万 t-CO2。基準年度比２４％減であるが、 

２０２１年度比では１３％増となっている。 

➡２０２１年度比で増加したのは、電力の排出係数が上昇したことが主な要因。 

  ※ 排出係数…エネルギー使用量をＣＯ２に変換するときの係数で、電力会社の

発電方法により係数が変わる。例えば、火力発電の電力は係数が高く、

原子力発電は低い。 

➡今後は、啓発の継続と効果の高い建築物の脱炭素化を重点的に推進。 

再エネ推進に当たっては、本市の高いポテンシャルを生かし、太陽光発電の導入促 

進を強化すべき。 

 
目標達成には、取組の

強化・加速化が必要 

※ 排出量算出のもととなる

データ提供が遅れることか

ら、Ｒ４年度が最新となる 
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